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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 3,095 10.0 267 △25.4 307 △5.0 180 △7.5

2026年３月期第１四半期 2,813 18.2 357 39.0 323 △17.9 194 △22.0

（注）包括利益 2027年３月期第１四半期 187百万円（16.3％） 2026年３月期第１四半期 161百万円（△44.1％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 33.68 33.65

2026年３月期第１四半期 36.40 36.39

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 9,713 7,073 69.4

2026年３月期 9,441 7,235 72.9

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 6,742百万円 2026年３月期 6,884百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 62.00 62.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） － － 68.00 68.00

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

当社は定款において第２四半期末日及び期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では第２四半期末日におけ
る配当予想額は未定とさせていただきます。



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,000 10.2 1,300 △9.7 1,400 △16.1 920 △21.9 171.81

新規 2社 （社名） 株式会社アットアイパス、株式会社インフィズジャパン

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 5,508,676株 2026年３月期 5,508,676株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 153,968株 2026年３月期 153,968株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 5,354,708株 2026年３月期１Ｑ 5,353,708株

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料P.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご参照下さい。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨ではありません。実際の業績等は様々な要因

により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注記事項等に

ついては、添付資料P.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善により景気には緩やかな回復が続く

ことが期待される一方で、依然として不安定な国際金融情勢や地域紛争、資源価格の変動、円安の継続など、経済

環境の先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループが事業展開を行うIT業界においては、AI技術の活用やDX（デジタル・トランスフォーメーション）

の推進によって、国内のIT市場規模は今後も拡大することが見込まれる一方で、IT人材が不足する状況は継続する

ものと思われます。こうした経営環境の中、新規顧客の開拓や、人材の確保および育成が重要であるとの認識のも

と、事業の拡大と成長に取り組んでまいりました。また、より柔軟にITサービスの提供を実行するために、事業構

造の見直しにも着手し始めております。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は3,095,666千円（前年同四半期比10.0％増）、営業利益

は267,015千円（前年同四半期比25.4％減）、経常利益は307,668千円（前年同四半期比5.0％減）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は180,330千円（前年同四半期比7.5％減）となりました。

なお、当社グループの報告セグメントは、従来「デジタル人材事業」、「受託開発事業」および「コンテンツプ

ロパティ事業」の３つを報告セグメントとしておりましたが、顧客最適解となるサービスの包括提供を実現するこ

とを目的として、「デジタル人材事業」と「受託開発事業」を統合して「トータルソリューション事業」とし、

「トータルソリューション事業」と「コンテンツプロパティ事業」の２つの報告セグメントに変更しております。

また、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報につきましても、変更後の方法により作成しております。

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

＜トータルソリューション事業＞

トータルソリューション事業は、これまでの「デジタル人材事業」である人材派遣サービスと「受託開発事業」

である開発サービスを融合し、当社人材の付加価値の最大化を図り、顧客に対しての最適解となるITサービスの包

括提供を行う事業となります。

具体的には、顧客の潜在的課題の抽出から企画立案、要件定義といった上流工程からデザイン、開発、運用まで

ITのプロダクトサイクルのあらゆるフェーズにおいて、人材派遣や開発体制の提供、プロダクトの納品といった

様々なかたちで最適なITサービスの提供を行います。

子会社の株式会社エクスラボ＆コンサルティング、EXTREME VIETNAM Co.,LTD.、エス・エー・エス株式会社、酒

田エス・エー・エス株式会社についても当該事業に含まれます。

当第１四半期連結累計期間においては、デジタル人材サービス、開発サービスにおいて、引き続き新規顧客の開

拓や既存顧客への深耕営業に取り組むと同時に、トータルソリューション機能の構築に着手し始めました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は2,878,872千円（前年同四半期比12.2％増）、セグメン

ト利益は503,834千円（前年同四半期比17.0％増）となりました。

＜コンテンツプロパティ事業＞

コンテンツプロパティ事業は、当社が保有するゲーム・キャラクター等の知的財産を活用し、様々な事業展開を

行うセグメントであり、具体的には、ゲームの開発・販売・運営のほかに、当社が保有するゲームタイトルまたは

キャラクターなどを様々な商材へ使用許諾を行うライセンス事業が含まれております。

子会社の株式会社Ｄｒａｇａｍｉ Ｇａｍｅｓは当該事業に含まれます。

当第１四半期連結累計期間においては、当社がライセンス許諾したスマートフォン版ゲームアプリ『ラングリッ

サー』のゲーム販売額に応じたロイヤルティ収益が発生した他、株式会社Ｄｒａｇａｍｉ Ｇａｍｅｓがこれまで

にリリースしたゲームタイトルの販売額も発生しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は222,253千円（前年同四半期比10.7％減）、セグメント

利益は99,947千円（前年同四半期比33.0％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

総資産・負債・純資産の状況

（総資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、9,713,651千円となり、前連結会計年度比272,183千円の増加

（前連結会計年度比2.9％増）となりました。これは主に、現金及び預金87,200千円、その他（流動資産）45,849

千円、のれん256,058千円、投資有価証券58,630千円、保険積立金が53,623千円それぞれ増加した一方、売掛金

82,418千円、長期預金200,000千円減少したことによるものです。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は、2,639,939千円となり、前連結会計年度比433,551千円の増加（前

連結会計年度比19.6％増）となりました。これは主に、短期借入金200,000千円、未払費用237,431千円、その他

（流動負債）76,379千円増加した一方、未払法人税等59,146千円、賞与引当金74,166千円減少したことによるもの

です。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、7,073,711千円となり、前連結会計年度比161,368千円の減少

（前連結会計年度比2.2％減）となりました。これは主に、その他有価証券評価差額金20,244千円増加した一方、

利益剰余金168,543千円、非支配株主持分19,078千円減少したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

トータルソリューション事業のうち、デジタル人材サービスについては、部門毎の前期末稼働プロジェクト数を

ベースに、当期採用予定数及び離職率予想などを勘案して算出し、合理的な積み上げ予測に基づいて推定される収

益を予想値としております。また、受託開発サービスについては、新規案件は期末時点での受注済み案件及び受注

確度が高い案件の積み上げにより予測値を算出しております。継続案件は前期末時点において継続中の案件及び継

続期間を合理的に見積もり、その積み上げによって予想値を算出しております。

コンテンツプロパティ事業につきましては、ライセンス収益については、前期におけるライセンス許諾ロイヤル

ティ実績及びライセンシーの独自予測及びゲームソフト販売実績等を参考に算出した数値を予想値としておりま

す。子会社（株式会社Ｄｒａｇａｍｉ Ｇａｍｅｓ）における売上高については、当該会社の事業計画をベースに

予想値を算出しております。

以上の結果から、2027年３月期の業績予想につきましては、2026年５月14日の「2026年３月期決算短信[日本基

準]（連結）」発表時の業績予想から変更しておりません。なお、業績予想につきましては、当社が現時点で入手

可能な情報に基づいて判断したものであり、さまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,191,991 4,279,191

売掛金 1,360,030 1,277,611

有価証券 343,072 350,775

製品 1,633 5,229

仕掛品 161,418 166,739

その他 202,433 248,283

貸倒引当金 △431 △584

流動資産合計 6,260,148 6,327,246

固定資産

有形固定資産 136,590 161,369

無形固定資産

ソフトウエア 62,843 67,394

のれん 119,037 375,095

無形固定資産合計 181,880 442,490

投資その他の資産

投資有価証券 1,568,906 1,627,536

長期預金 600,000 400,000

保険積立金 317,320 370,943

長期前払費用 27,588 33,881

その他 357,561 358,710

貸倒引当金 △8,527 △8,527

投資その他の資産合計 2,862,849 2,782,545

固定資産合計 3,181,320 3,386,404

資産合計 9,441,468 9,713,651

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金 650,000 850,000

未払金 806,010 843,694

未払費用 134,550 371,982

未払法人税等 245,968 186,821

未払消費税等 128,793 133,756

賞与引当金 192,512 118,346

その他 34,040 110,419

流動負債合計 2,191,876 2,615,020

固定負債

退職給付に係る負債 11,663 11,397

その他 2,848 13,522

固定負債合計 14,511 24,919

負債合計 2,206,388 2,639,939

純資産の部

株主資本

資本金 425,080 425,080

資本剰余金 421,895 421,895

利益剰余金 6,071,419 5,902,876

自己株式 △200,981 △200,981

株主資本合計 6,717,414 6,548,870

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 142,237 162,482

為替換算調整勘定 25,204 31,213

その他の包括利益累計額合計 167,441 193,695

新株予約権 13,974 13,974

非支配株主持分 336,249 317,170

純資産合計 7,235,080 7,073,711

負債純資産合計 9,441,468 9,713,651
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年６月30日)

売上高 2,813,881 3,095,666

売上原価 1,909,063 2,094,426

売上総利益 904,818 1,001,239

販売費及び一般管理費 546,907 734,224

営業利益 357,910 267,015

営業外収益

受取利息 5,964 3,727

有価証券利息 13,279 15,418

受取配当金 1 1

為替差益 － 25,571

その他 101 146

営業外収益合計 19,347 44,864

営業外費用

支払利息 1,616 2,596

為替差損 50,061 －

支払手数料 1,608 1,615

その他 55 0

営業外費用合計 53,342 4,212

経常利益 323,915 307,668

特別利益

負ののれん発生益 － 10,058

特別利益合計 － 10,058

税金等調整前四半期純利益 323,915 317,726

法人税等 120,760 156,474

四半期純利益 203,154 161,251

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
8,265 △19,078

親会社株主に帰属する四半期純利益 194,889 180,330

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年６月30日)

四半期純利益 203,154 161,251

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △28,381 20,244

為替換算調整勘定 △13,498 6,009

その他の包括利益合計 △41,880 26,254

四半期包括利益 161,274 187,505

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 153,009 206,584

非支配株主に係る四半期包括利益 8,265 △19,078

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算方法）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用しております。

前第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年６月30日）

減価償却費 14,988千円 23,717千円

のれんの償却額 8,304千円 8,304千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

トータルソリ
ューション

事業

コンテンツ
プロパティ

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 2,565,005 248,876 2,813,881 － 2,813,881

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,587 － 1,587 △1,587 －

計 2,566,592 248,876 2,815,468 △1,587 2,813,881

セグメント利益 430,725 149,233 579,958 △222,048 357,910

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

トータルソリ
ューション

事業

コンテンツ
プロパティ

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 2,874,013 221,653 3,095,666 － 3,095,666

セグメント間の内部

売上高又は振替高
4,859 600 5,459 △5,459 －

計 2,878,872 222,253 3,101,125 △5,459 3,095,666

セグメント利益 503,834 99,947 603,782 △336,766 267,015

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用（主に報告セグメントに帰属しな

い販売費及び一般管理費）であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第１四半期連結累計期間（自　2026年４月１日　至　2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用（主に報告セグメントに帰属しな

い販売費及び一般管理費）および子会社株式の取得関連費用が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社グループの報告セグメントは、従来「デジタル人材事業」、「受託開発事業」および「コンテンツプ

ロパティ事業」の３つを報告セグメントとしておりましたが、顧客最適解となるサービスの包括提供を実現

することを目的として、「デジタル人材事業」と「受託開発事業」を統合して「トータルソリューション事

業」とし、「トータルソリューション事業」と「コンテンツプロパティ事業」の２つの報告セグメントに変

更しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報につきましても、変更後の方法により作成しておりま

す。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　「トータルソリューション事業」において、2026年６月30日付で株式会社アットアイパスの全株式を取得

したことに伴い、のれんが264,363千円増加しております。

　なお、当該のれんの金額は、当第１四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないた

め、暫定的に算定された金額であります。

- 9 -

株式会社エクストリーム(6033) 2027年３月期 第１四半期決算短信



（重要な負ののれん発生益）

　「トータルソリューション事業」において、2026年６月30日付で株式会社インフィズジャパンの全株式を

取得したことに伴い、負ののれん発生益が10,058千円発生しております。

　なお、当該負ののれん発生益の金額は、当第１四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了して

いないため、暫定的に算定された金額であります。また、負ののれん発生益は特別利益であるため、上記セ

グメント利益には含まれておりません。
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